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青森県沿岸におけるコンブ目植物の分布
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Distribution of Laminariales plants along 

the coast of Aomori Prefecture. 

Masahiro N OTOY A and Mitsuhisa Asmili 

Ten species of Laminariales plants have been recorded from Aomori Prefecture: viz.， 

Chorda filum， Lamiruzria ja.仰問'a，L.γfi[抱io杭 Kjellma官iellaC:γ俗:sifolia，COSi旬叩 COS，加:ta，Agarum 

cribrosu:帆 Ecklo叩 stoγ0世:ifera，Alaria cγ悶 ifo巾 ，Undaria抑制:tifida，U. peters叩白拙.The coast 

of Aomori Prefecture can be distinguished into three areas by distribution of Laminariales 

plants as follows; ( 1 ) The area of Lamiruzria japonica distribution， from Shitamae to Tappi， 

northern part of J apan Sea， Tsugaru Channel and Pacific仇ean.(2) Lacking area of Lami倒閣

japonica ; from Shitamae to Oomagoshi， southern part of J apan Sea. These coasts seem to be 

infuluenced by warm cu汀ent.(3) Mutsu Bay area ; only distribution of Undaria pin即断油田d

Chorda filum. 

北海道沿岸に生育するコンブ目植物の分布に関して

は，いくつかまとまった報告が見られる(宮部 1902; 

1. Chorda filum (LINNE) LAMOUROUXツルモ

"......，遠藤 1911;神田 1946;長谷川 1959;)11嶋 1971)。し

かし，青森県沿岸に生育する種については二，三の概

略的記載(千原 1970)以外は見あたらない。そこで

筆者らはこれまでに得た知見と青森県沿岸の藻類一般

に関する報告 (OKAMURA1927; YAMADA 1928;岡

村 1936; T AKAMA TSU 1938;加藤・加藤 1963;田

中ら 1969;七尾 1972;水産庁 1977，1978， 1979， 

本県における分布は日本海沿岸，津軽海峡の大聞か

ら西の沿岸，陸奥湾および八戸に認められているが，

遠藤(1911)によると本種は本邦のほぽ全沿岸に産し，

静かな内湾や入江等に生育し，多少汽水的の所を好む

としており，川嶋 (1971)は北海道の全沿岸に生育す

ることを報告している。従って本県においても全沿岸

に生育できる種と推測される。

1980， 1982;青森県 1983; 1984)の中からコンブ目

植物の生育，分布について調べ，これによって青森県

沿岸域の特性についても考察を試みたので報告する。

結果と考察

Table 1に示すように，青森県沿岸に生育するコン

ブ目植物は 3科 8属 10種あり，その分布は Fig.1に

記した通りである。

以下に各種分布の特徴について述べる。

2. Lamiruzria japonica ARESCHOUGマコンブ

産業上の主要な生産地としては津軽海峡から太平洋

に面する白糠，泊に至る沿岸域である。しかし，この

他に群落の形成が認められる海域としては日本海の下

前以北や更に極〈限られた，例えば港の防波堤や人工

種苗の移殖，養殖施設での生育を含めると陸奥湾内の

一部を除きはぽ全沿岸で生育できるものと推測される。

7 コンブの形態は古くから生育する海域によって特

有の形を示すことが知られており，本県においては三

木・金沢 (1967)によると津軽海峡沿岸，即ち，今別，
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Table 1. Laminariales plants along the coast of Aomori Prefecture. 

Family Genera 

CHORDACEAE Chorda 

LA乱lINARIACEAE Laminaria 

Kiellmaniella 

Costaria 

Agarum 

Ecklonia 

ALARIACEAE Alaria 

Undaria 

f左井，大間，岩屋等から得られる体は中帯苦11および両

縁の波状部分の市民が広い典形的な7 コンブの形態を不

すが， 日本海および湾内においては幅が狭<，匁かい

ホソメコンブ状となり，太平洋沿岸においては体のへ

りがあまり波を打たず，幅が狭<.葉長の長いミツイ

シコンフに似た形態となるという。

本県におけるマコンブザの生育する水深は太平洋岸で

は 20m，津軽海峡では 30m付近まで見られ，いずれ

も北海道のそれに比べ深い所まで分布していることが

特徴的である。

3. Lami問問 re[;主~iosa MIY ABEホソメコンブ

日本海，下前以南の沿岸を除くほぼ全沿岸に生育が

認められている。北海道において本種は日本海沿岸に

分布が限られるが，本県では太平洋沿岸にも分布する

ことが知られている。しかし，本種はこれまで，一般

に小型で葉幅の狭い一年生のコンブについてこの名称、

を用いている傾向があリ， 7 コンブの環境変異個体と

推測されるものも多数含まれる。今後更に詳細な調査

が必要である。

4. Kjell叩-aniellacγωsifolia MIY ABE ガゴメ

青森県における本種の分布は津軽海峡に面する三厩

から岩屋に至る沿岸に認められ，北海道では同僚に

津軽海峡沿いの汐首岬から室蘭に至る沿岸(長谷川

1959)であり，両者ともに津軽海峡を中心とする狭い

分布域は特徴的である。

Species 

Chord包filum

Laminaria jajりomca

Lami仰向。 religiosa

Kjellmaniella cγωsi!olia 

Costaηa costa包

Agarum cγibγosum 

Ecklo抗iastoγonifeγa 

Alaria cγωsi!oria 

Undaria pin加 tifiba

Undaria 戸terseniana

5. Costaria cost.ヨ抱 (TURNER)SAUNDERSスジメ

本種。の分布はマコンブのそれとほぼ同様である。日

本海沿岸は下前以北，津軽海峡，太平洋沿岸は八戸ま

で認められるが，生育量は太平洋沿岸に多く，津軽海

峡や日本海の沿岸では少ない傾向が認められる。

6. Agarum cηbγosum BORYアナメ

青森県沿岸に産するアナメは暖海性の品種とされ

る Agarumcribrosum f. r;昭osumザラアナメ(山田

1974)に該当するもののみで，大関崎から東の沿岸，

尻屋を経て白糠に至る沿岸で見られる。この種の生育

水深は他のコンブ目植物に比べて深<，水深15m-30 

mに生育が認められる。

7. Ecklonia storonifera OKAMURAツルアラメ

，園、

-
岡村(1936)によると日本海特産の種とされており，

青森県においても主に日本海に面する岩礁械に認めら

れるが，これ以外にも津軽半島の海峡に面する沿岸を

経て大間崎まで生育し，大間崎は本種の北限と推測さ

tLる。

199mの深所から得られた報告(殖田・岡田 1938)

があるが，深浦町田聖子沢て、は水深 5mから 25mまで大

きな群起が見られ，葉体の生長および現存量はj支所ほ

ど高い(能登谷 1984)。

8. Alaγia cr，ωsi!oria KJELLMANチガイソ
この属は北海道沿岸で4種報告されているが，そ

のうち最も南に分布する種で，青森県においては津軽

海峡，今思IJから東の沿岸と太平洋沿岸に見られ，その
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0・・".。 Chorda filum …...・ P・...・H・..… o

Laminaria japonica・H ・H ・..…・

L. religiosa ...・H・...…....・H・E

Kjellmaniella crassifolia…-
Costaria costata…'"・H ・....企

Agarum cribrosum ………・企

Eckl目niastolonifera..・H ・..1)

AI a ria crassi folia・H・H・..…..

Undaria pinnatifida…….0 

U. peterseniana .…H ・H ・......・

Fig. 1. Distribution of Laminariales plants along the coast of Aomori Prefecture. 

1. Oomagoshi， 2. Kurosaki， 3. Iwasaki， 4. Ful王aura，5. Tanosawa， 

6. Kitakanegasawa， 7. Shitamae， 8. Kodomari， 9. Horonai， 10. Tappizaki， 

11. Utetsu， 12. Miumaya， 13. lmabetsu， 14. Horozuki， 15. Uda， 16. Futatsuya， 

17. Okidate， 18. Gappo， 19. Harabetsu， 20. Asamushi 21. Moura， 22. Natsudomari， 

23. Ushitaki， 25. Hotokegaura， 26. Sai， 27. Oomazaki， 28. Oomabentenjima， 

29. Hebiura， 30. lkokuma， 31. Shimofuro， 32. Sekine， 33. lshimochi， 34. lwaya， 

~ 35. Shiriyazaki， 36. Shitsukari， 37. Shiranuka， 38. Tomari， 39. Same， 40. Kanahama， 

生育水深は浅く{氏沖~I 線下から 10 m付近までに群落を

形成する。

9. Undaria pi問問t♂da(HARVEY) SURINGARワカメ

分布は本邦のほぼ全沿岸とされるが，本県沿岸にお

いても外海および湾内の沿岸海域に認められている。

比較的茎部の斜かいワカメ烈や長いナンブワカメ型の

謀体の両者が見られ，概ね前者は内湾，後者は外海に

それぞれ生育が見られる。

10. Undaria petersenia即 (K]ELLMAN)OKAMURA 

アオワカメ

筆者らは津軽海峡の今別，佐井，大間，岩屋，太平洋

沿岸の白糠でそれぞれ採集または観察しているが，そ

の生育水深は 20-25 mに見られ生育量は非常に少な

い。また，この種は北海道沿岸からの報告はなく青森

県沿岸は分布の北限と推測される。

以上，これまでの記載と筆者らの観察結果をまとめ

ると，本県の沿岸は生育するコンブ目植物の分布から

大きく三つの海域に分けることができる。即ち， (1)マ

コンブ，ホソメコンブ，スジメ等の分布に代表される

海域としての日本海の下前以北から津軽海峡および太

平洋沿岸の海域で，一部に暖i毎種のツルアラメやアオ

ワカメの生育が見られる一方，寒i毎種の生育も見られ，

寒暖i雨海流が影響する環境下にある。 (2)マコンブ，ホ

ソメコンブ，スジメ等の天然群落の認められない下前

以南の日本海沿岸で，暖流の影響が強く，ほとんと寒
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dLの影響のない海域と推測される。 (3)外海性の種の生

育は見られず，ワカメ，ツルモ以外認められない内湾

特有の環境をもっ陸奥湾海域である。

本県沿岸の海水の流れを調べた秦ら (1964)，掘ら

(1979 )によると沿岸て、は概ね対馬暖流によって日本

海から津軽海峡を通り，太平洋へぬけ，太平洋沿岸を

南下する海流によって洗われているとしている。この

ことは暖海性の種てザあるツルアラメヵ、大関崎まで，ア

オワカメが津軽海峡および太平洋沿岸の白糠まで認め

られることからもうかがわ1Lる。

青森県に生育するコンブの種としてマコンブとホソ

メコンブの 2種を記載したが，この他にミツイシコン

ブの分布が報告されている(川嶋 1971)。しかし，こ

れは採集地が不明であることや，太平洋沿岸とくに白

糠付近で得られるコンブの外形はミツイシコンブに酷

似するが，茎部断面を観察した結果，粘液腔道が明確

に認められたことから，本報告ではマコンブとして記

載した。
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